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厚さ t=2.0mm で、積層数は 12 枚である。電極
は両側の側面から取りだし、それぞれ振動子の
上下面に 20mm 幅で塗布されている。 
 
Fig.1 Diagonally symmetrical layer ceramic 





Fig.2 Vibration modes of the vibrator by FEM. 
 Fig.2 は FEM による振動モードを示している。 
Fig.3 に試作した振動子の周波数特性を示し
ている。両モードの共振周波数の差は約 2.5kHz





mode と Lower-mode の切り換えにより両方向
回転のモータが構成できる。 
 
Fig.3 Frequency characteristic of the 
trial vibrator. 
 
Fig.4 Operating principle of the motor. 
 
 
Fig.5 Construction of the trial motor.. 
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試作モータの構造と特性： 試作モータの構造 
を Fig.5 に示している。振動子の中心部を加圧 
支持し、幅方向に対しては長端面の一部を加圧 
支持している。同図に示すように短端面の中央 





















とき入力電圧は 3～4V、電力は 400mW であり、
低電圧で良く動作することを確かめた。 













型な振動子を用いた構成を試みる予定である。   
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Fig.6 Characteristics of the trial motor. 
     (Diameter of the rotor:1.5mm). 
 
   Fig.7 Characteristics of the trial motor. 
  (Diameter of the rotor:1.5mm and 3.0mm).  
 
 Fig.8 Load characteristics of the trial motor. 
  (Diameter of the rotor:3.0mm). 
 
Fig.9 Characteristic of the trial motor. 
      (Upper mode). 
